
■ 研究分野 ■ 研究分野キーワード
建築設備学・建築環境工学 空調設備・温熱環境・空気質・CFD

■ 研究テーマ
　人間は人生の大部分の時間を建物の中で過ごしている。よって室内空間は温熱的に快適であり、良好な空気質であ
ることが望ましい。しかし昨今のエネルギー事情により、無尽蔵に大切な資源を浪費するわけにはいかない。このよ
うな観点から、快適性と省エネルギーを実現する空調設備方式の検討、高効率換気システムの開発、インフルエンザ
拡散防止のための空調制御などの研究を実施している。
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